
小
田
流
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

３

【
主
な
取
り
組
み
事
例
案
】

●
小
田
せ
ん
の
森（
小
田
深
山
保
全

　

活
用
）プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

●
小
田
ブ
ラ
ン
ド
づ
く
り

●
お
だ
シ
ン
リ
ナ
ー
ト（
ア
ー
ト
に

　

よ
る
小
田
流
ま
ち
づ
く
り
）

●
廃
校
・
空
き
教
室
の
有
効
活
用

●
小
田
流
う
ち
こ
ん
か
い

　

小
田
地
区
の
個
性
を
大
切

に
し
、
小
田
ら
し
い
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
し
ま
す
。
小
田

地
区
の
自
治
を
尊
重
し
た
、

地
区
住
民
の
新
し
い
生
活
や

産
業
の
あ
り
方
に
な
る「
小

田
流
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
」
を

追
求
し
ま
す
。

総
合
計
画

当
初
予
算

行
政
改
革

　

内
子
町
で
は
27
年
３
月
、「
第
２
期
総
合
計
画
」
を
策
定
し
、
今
後
10
年

間
の
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
を
示
し
ま
し
た
。

　
第
２
特
集
で
は
、
①
第
２
期
総
合
計
画
・
基
本
計
画（
前
期
）
の
概
要
②

27
年
度
の
当
初
予
算
③
行
政
改
革
の
進
捗
状
況
―
― 

を
お
伝
え
し
ま
す
。

美
し
い
内
子
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

６

【
主
な
取
り
組
み
事
例
案
】

●
行
政
職
員
の
景
観
意
識
の
向
上

●
住
民
の
景
観
ま
ち
づ
く
り
支
援

●
町
の
玄
関
口
の
整
備

●
屋
外
広
告
や
看
板
な
ど
の
改
善

　

行
政
に
よ
る
計
画
的
な
景

観
整
備
を
進
め
ま
す
。
ま
た

町
民
の
景
観
に
対
す
る
意
識

を
醸
成
し
、
持
続
的
な
景
観

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

ま
ち
な
か
リ
バ
イ
バ
ル
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

１

【
主
な
取
り
組
み
事
例
案
】

●
商
工（
商
店
街
）行
政
の
強
化

●「
ア
ク
ト
ハ
ウ
ス
」（
仮
称
）の
展
開

●「
う
ち
こ
町
並
み
保
存
支
援
隊
」

　
（
仮
称
）の
組
織
化

●
中
心
市
街
地
景
観
ま
ち
づ
く
り
の

　

推
進

　

　

中
心
市
街
地
の
再
生（
リ

バ
イ
バ
ル
）
は
、
伝
統
的
建

造
物
群
保
存
地
区（
伝
建
地

区
）、
隣
接
す
る
商
店
街
、
そ

の
周
辺
市
街
地
を
総
合
的
に

「
ま
ち
な
か
」と
し
て
捉
え
て
、

に
ぎ
わ
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
ま
す
。

い
か
ざ
き
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

２

【
主
な
取
り
組
み
事
例
案
】

●
小
田
川
リ
バ
ー
サ
イ
ド
・
ふ
れ
あ

　

い
事
業

●
凧
博
サ
バ
イ
バ
ル
事
業

●
大
洲
和
紙
の
国
際
ツ
ー
リ
ズ
ム
支

　

援
事
業

●
酒
蔵
ツ
ー
リ
ズ
ム
支
援
事
業

●
旧
御
祓
小
学
校
利
活
用
事
業

　

五
十
崎
地
区
の
地
場
産

業
、
歴
史
・
伝
統
文
化
に
支

え
ら
れ
た
資
源
、
豊
か
な
自

然
環
境
を
磨
き
上
げ
、
活
用

す
る
総
合
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
推
進
。
ま
た
外
国
人
客

を
五
十
崎
地
区
へ
誘
導
す
る

取
り
組
み
を
行
い
ま
す
。

う
ち
こ
森も

り
ぎ
ょ
う業
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

４

【
主
な
取
り
組
み
事
例
案
】

●
森も

り
ぎ
ょ
う業
版
う
ち
こ
ん
か
い

●
６
次
産
業
と
し
て
の
森
業

●
Ｃシ

ー
エ
ル
テ
ィ
ー

Ｌ
Ｔ（
強
度
を
高
め
た
大
型
パ
ネ

　

ル
）を
含
む
新
た
な
木
材
利
用
の

　

研
究

●
森
の
町
う
ち
こ
の
ア
ピ
ー
ル

●
う
ち
こ
森
の
学
校

　

林
業
の
枠
組
を
広
げ
て
、

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
な
ど
の
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
森
林

浴
や
ハ
イ
キ
ン
グ
な
ど
の
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
持
続
的

な
森
づ
く
り
を
担
う
産
業
を

振
興
し
ま
す
。子

育
て
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

８

【
主
な
取
り
組
み
事
例
案
】

●
う
ち
こ
恋
活
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ

●
ス
バ
ル
子
育
て
ク
ラ
ブ（
学
童
保

　

育
）事
業

●
学
童
保
育
強
化
事
業

●
子
育
て
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
事
業

　
「
子
育
て
す
る
な
ら
、
こ
の

町
で
！
」
と
い
わ
れ
る
よ
う

な
町
を
目
指
し
て
、
さ
ま
ざ

ま
な
子
育
て
支
援
事
業
に
取

り
組
み
ま
す
。
子
ど
も
の
成

長
や
地
域
の
実
情
に
合
わ
せ

た
支
援
策
を
推
進
し
ま
す
。

情
報
推
進
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

９

【
主
な
取
り
組
み
事
例
案
】

●
情
報
化
基
盤
整
備
事
業

●
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）
を
利

　

活
用
し
た
新
た
な
住
民
サ
ー
ビ
ス

　

の
提
供

　

情
報
通
信
技
術
を
利
活
用

し
て
、
町
民
や
企
業
に
対
し

て
、
今
よ
り
も
優
れ
た
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
を
め
ざ
し

ま
す
。

地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

10

り
組
み
ま
す
。

【
主
な
取
り
組
み
事
例
案
】

●
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
事
業

●
小
規
模
水
力
発
電
事
業

●
太
陽
光
発
電
事
業

　

地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
開
発

と
利
用
に
取
り
組
み
ま
す
。

地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
開
発
、

普
及
、
定
着
に
は
長
い
期
間

が
か
か
る
た
め
、
第
２
期
10

年
間
を
か
け
て
長
期
的
に
取

安
全
・
安
心
ま
ち
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

５

【
主
な
取
り
組
み
事
例
案
】

●
全
町
緊
急
避
難
計
画
の
作
成

●
自
主
防
災
組
織
の
強
化

●
原
発
事
故
防
災
計
画
の
作
成

●
公
共
施
設
の
長
寿
命
化
計
画

●
洪
水
及
び
土
砂
災
害
対
策

●
防
災
無
線
デ
ジ
タ
ル
化

　

全
国
的
に
自
然
災
害
が
多

発
し
て
い
る
こ
と
や
、
原
発

事
故
の
不
安
を
抱
え
る
中
、

内
子
町
に
適
し
た
防
災
体
制

を
整
備
し
ま
す
。
橋
や
道
路

な
ど
計
画
的
な
実
態
調
査
を

行
い
、
長
寿
命
化
な
ど
の
対

策
に
取
り
組
み
ま
す
。

着
地
型
観
光
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

７

【
主
な
取
り
組
み
事
例
案
】

●
観
光
戦
略
の
立
案

●
顧
客（
観
光
客
）
情
報
管
理
シ
ス

　

テ
ム
の
構
築

●
２
次
交
通
の
整
備

●
内
子
観
光
の
国
際
化

●
う
ち
こ
食
の
ま
ち
づ
く
り（
う
ち

　

こ
食
人
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）の
推
進

　

旅
行
会
社
な
ど
か
ら
送
り

込
ま
れ
る
観
光
客
を
受
け
入

れ
る「
発
地
型
観
光
」
か
ら
、

地
元
主
導
で
観
光
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
組
み
立
て
る「
着
地
型

観
光
」
へ
軸
足
を
移
し
て
、

観
光
産
業
の
基
盤
強
化
を
は

か
り
ま
す
。

　

基
本
構
想
の
考
え
方
を
体
現
す
る
シ
ン
ボ
ル
的
な
10
の
事
業
で
す
。

　

こ
れ
ら
は
、
一
つ
だ
け
で
完
結
す
る
の
で
は
な
く
、
他
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

と
関
連
し
て
い
ま
す
。
ま
た
各
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進
を
突
破
口
に
し
て
、

新
し
い
事
業
や
活
動
が
登
場
し
、
広
が
っ
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

内
子
の

ま
ち
づ
く
り

第２特集

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
10

―
―
第
２
期
総
合
計
画
・
基
本
計
画（
前
期
）
―
―

　

第
２
期
総
合
計
画
・
基
本
計
画（
前
期
）の
詳
細
は
、

内
子
町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

http://w
w

w
.tow

n.uchiko.ehim
e.jp/

2015. 5   広報うちこ  7 広報うちこ   2015. 5  6



第
２
特
集　

歳
出
は
、
義
務
的
経
費
の
う
ち

人
件
費
が
職
員
数
の
減
少
に
伴
い

４
３
２
６
万
円（
26
年
度
比
２
・

３
㌫
）、
公
債
費
が
地
方
債
残
高

の
減
少
に
伴
い
７
１
１
７
万
円

（
同
５
・
３
㌫
）減
少
し
ま
し
た
。

　

投
資
的
経
費
の
う
ち
普
通
建

設
事
業
費
は
、
新
規
事
業
の
本
庁

舎
耐
震
補
強
工
事
、
大
瀬
中
学
校

体
育
館
耐
震
補
強
工
事
な
ど
で

増
加
し
た
も
の
の
、
分
庁
耐
震
補

強
工
事
、
町
家
資
料
館
改
修
工
事

な
ど
が
終
了
し
た
こ
と
に
よ
り
、

３
億
６
５
１
５
万
円（
同
22
・
４

㌫
）減
少
し
て
い
ま
す
。

歳 出 歳 入

　　　

歳
入
は
、
普
通
交
付
税
合
併
算

定
替
が
終
了
し
た
こ
と
に
伴
い
、

地
方
交
付
税
交
付
金
が
１
億
円

（
26
年
度
比
２
・
１
㌫
）
の
減
、
地

方
消
費
税
が
８
㌫
に
変
更
さ
れ
た

こ
と
お
よ
び
実
績
に
よ
り
、
地
方

消
費
税
交
付
金
が
７
５
０
万
円

（
同
４
・
２
㌫
）、
自
動
車
取
得
税

交
付
金
１
３
０
０
万
円（
同
46
・

４
㌫
）が
減
少
し
ま
し
た
。

　

財
源
不
足
分
は
臨
時
財
政
対
策

債
３
億
５
０
０
０
万
円
お
よ
び
財

政
調
整
基
金
１
億
５
９
０
０
万
円

な
ど
の
各
種
繰
入
金
で
歳
入
を
確

保
し
ま
し
た
。

　

歳
入
の
う
ち
、
自
主
財
源
は

22
億
６
９
８
５
万
円（
24
・
２
㌫
）、

依
存
財
源
は
71
億
１
０
１
５
万
円

（
75
・
８
㌫
）と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

27
年
度
当
初
予
算
が
３
月
議
会
定
例
会
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
一
般
会
計
予
算
は

93
億
８
０
０
０
万
円
で
、
26
年
度
に
比
べ
て
４
億
９
０
０
０
万
円（
５
・
０
㌫
）減
少
し
ま
し
た
。

　

内
子
町
総
合
計
画
が
26
年
度
で
終
了
し
、
27
年
度
か
ら
10
年
間
の
第
２
期
内
子
町
総
合
計

画
・
基
本
構
想
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。「
稼
ぐ
力
の
内
子
町
」と「
住
み
続
け

ら
れ
る
内
子
町
」を
柱
に
し
た
計
画
に
基
づ
き
、
町
民
の
福
祉
の
増
進
の
た
め
選
択
と
集
中
に
よ

り
施
策
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

ま
ち
の
予
算

27年度一般会計予算は

（前年度比５・０㌫減）

93.8億円
●一般会計の当初予算額の推移

90億円

93億
8,000万円

95億
5,000万円

23年度 24年度 25年度 26年度 27年度

92億円

98億
7,000万円

自主財
源

依存財源

県支出金
740,838千円

（+7.1％）

町税
1,357,092千円

（▲ 1.3％）

地方譲与税他
346,020千円（▲ 5.6％）

町債
690,700千円
（▲ 20.2％）

国庫支出金
632,597千円

（▲ 15.2％）

繰入金他
 712,753千円

（▲ 13.6％）

（　）は前年度比

繰越金
200,000千円

（0.0％）

地方交付税
 4,700,000千円（▲ 2.1％）

義務
的
経
費

投資的経費

そ
の
他

■性質別分類の歳出額
その他159,032千円

（▲ 13.8％）

扶助費
718,924千円

（＋ 2.6％）

普通建設事業費など
1,278,834千円

（▲ 22.2％）

物件費
1,381,770千円

（▲ 16.1％）

繰出金
1,021,512千円

（＋ 4.6％）

補助費
1,682,144千円

（+14.8％）

公債費
1,267,992千円
　　（▲ 5.3％）

人件費
1,869,792千円

（▲ 2.3％）

臨
時
財
政
対
策
債
な
ど
で

財
源
不
足
の
予
算
を
確
保

歳入

本
庁
舎
、
体
育
館
な
ど
の

耐
震
工
事
に
予
算
を
配
分

歳出

［歳　入］
自主財源　　町が自主的に集められるお金
依存財源　　国や県から交付されるお金や町債
町税　　　　町に納める税金（町民税、固定資産税など）
繰入金　　　基金などから一般会計に繰り入れるお金
地方交付税　全ての市町村が一定の行政サービスを行
　　　　　　えるように国が交付するお金
国庫支出金　町が行う事業に対して国が交付するお金
県支出金　　町が行う事業に対して県が交付するお金
町債　　　　借入金のうち長期にわたり返済するもの
地方譲与税　国税として集め、全部または一部が市町
　　　　　　村に譲与されるお金

［歳　出］
性質別分類　経済的性質を基準とした分類。義務的経
　　　　　　費・投資的経費・その他に分けられます
義務的経費　町の運営のために必ず支払わなければな
　　　　　　らないお金
投資的経費　施設や道路整備など、生活基盤を整える
　　　　　　ために使うお金
扶助費　　　社会保障制度の一環として、現金や物品
　　　　　　などを支給する費用
公債費　　　借入金の返済にかかる費用
物件費　　　消耗品や業務委託料など
繰出金　　　一般会計から特別会計などへ繰り出すお金

●語句の説明

防災対策　　　　　　　　　　　
本庁舎耐震補強工事
愛媛県防災通信システム更新整備事業負担金
木造住宅耐震改修事業補助
小規模高齢化集落対策

地域おこし協力隊事業
観光振興対策

南予活性化イベント負担金
内子座創建100周年記念事業
スキー場人工降雪機等補修工事
医療対策

愛媛大学寄付講座開設による寄付金
子育て対策

子ども放課後週末活動事業費
環境対策

再生可能エネルギー発電導入可能性調査委託
農業振興対策
農業施設整備事業補助
教育振興対策
立川小学校体育館耐震補強改修工事
大瀬中学校体育館耐震補強工事
その他対策
町営住宅中組団地　新築工事
愛媛国体施設整備（ライフル射撃場）
社会保障・税番号制度に係るシステム改修委託

（千円）
106,996

9,477
6,100

（千円）
23,213

（千円）
8,370

10,784
21,492

（千円）
22,000

（千円）
4,459

（千円）
3,985

（千円）
7,000

（千円）
75,816

209,844
（千円）
130,918
154,672

29,754

総
合
計
画

当
初
予
算

行
政
改
革

内
子
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●当初予算の主な新規事業

27年度 26年度 増減率
特別会計 6,385,263 5,754,598 11.0
小田高校寄宿舎 13,540 17,918 ▲ 24.4
国民健康保険事業 2,747,846 2,475,550 11.0
後期高齢者医療保険事業 219,295 222,526 ▲ 1.5
介護保険事業 2,496,000 2,350,000 6.2
介護保険サービス事業 20,851 18,170 14.8
簡易水道事業 600,449 317,907 88.9
公共下水道事業 287,282 352,527 ▲ 18.5

27年度特別会計予算額　　　          　　　　（千円・％）       

27年度 26年度 増減率
収益的収支（収入） 275,859 262,340 5.2
収益的収支（支出） 243,141 245,208 ▲ 0.8
資本的収支（収入） 63,053 39,641 59.1
資本的収支（支出） 325,271 96,451 237.2

27年度企業会計（水道事業）予算額　            （千円・％）       
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１

行政改革の進捗状況

事務事業の再編・整理、外郭団体の見直し
経費や補助金などを徹底的に見直し、財政の健全化を進めます。

取り組み目標：◎　　結果：→

取り組み目標：◎　　結果：→

◎地方公営企業、地方公社の経営改善化を含む全般的な事務事
　業の検証と、財団法人の「新公益法人制度」認定に向けた取り
　組みを行う。
→ 23年度に「うちこんかい定住促進事業補助金」を創設。
　町が保有する麓団地などを、４年間で９区画売却しました。
→内子町の町税収納率は98.8㌫～ 98.9㌫で推進しています。23
　年６月から滞納整理システムを導入し、体制を強化すること
　で町税収納率の向上に努めています。

取り組み目標：◎　　結果：→

◎新たな定員適正化計画により定員管理を推進する。
→ 27年４月までの目標「職員数227人」に対して、27年４月
　１日現在の職員数が228人で、ほぼ目標を達成しました。
→ 23年度から人事評価制度を導入し、組織・個人の目標設
　定をして効率的な事務事業を進めています。
◎職員給与の適正化と職員の能力開発に努める。
→まちづくり職員研修の実施や、組織横断のプロジェクト
　チームを編成するなどして職員の能力開発に努めました。
→職員給与の適正化は、人事院勧告などの考えに基づいて実
　施。広報うちこで町職員の給与などを公表しています。

行政改革推進委員会の意見

滞納整理機構の対応はどのようなも
のか。

町で徴収が困難な案件について、年
間15件を滞納整理機構に移管しま
す。26年度は約500万円を回収し、
効果が出ています。

町の回答

◎自治会・自治区業務の簡素化を図るとともに、特色ある自
　治会づくりを推進する。
→ 23年度に内子地区、26年度に五十崎地区・小田地区の自
　治会が、第２次地域づくり計画書を策定しました。
→ 26年度に事務の簡素化を目的に、広報など各区への文書
　配布を月２回から１回に集約しました。
◎小規模高齢化集落（限界集落）を含めた、元気な地域づく
　りを推進する。
→ 24年度に地域づくり事業費補助金を改正し、自治会によ   
　る広域連携事業、コミュニティビジネス事業への展開を促
　しました。
→元気な集落づくり応援団マッチング事業により、地域を応
　援する企業が増えました。

行政改革推進委員会の意見

地域づくり懇談会の運営は、女性が
参加しやすい雰囲気にするなど、他
にやり方があるのではないか

地域づくり懇談会の運営について
は、それぞれの自治会で工夫してほ
しい。道路の改善などの相談は、担
当課でできるので、今後の地域づく
りをどのように進めるかなどの議論
ができる場にしたいです。

町の回答

行政改革推進委員会の意見

・  職員は住民の目線を大切にし、地
域の活動にも積極的に参加してほ
しい。

・  評価制度で職員を型にはめすぎて
いないか。

・  各自治会に担当職員を配置するな
ど、職－員は地域活動に参加しな 
がら多くのことを学んでいます。

・  職員と意見交換をし、伸び伸びと
仕事ができる環境にしていきます。

町の回答

定員管理と給与の適正化
職員数を適正化し、質の高い職員を育成します。

地域自治システムの確立
自治会の機能充実を図り、魅力ある元気な地域づくりを推進します。

３

取り組み目標：◎　　結果：→

◎事務事業を点検し、効果的な行政サービスを提供する。
→より利用しやすい効率的なバスの運行を目指し、利用者の希望
　に応じて運行するデマンドバスを開始しました。27年４月から
　は村前線・程内線が新たに運行します。
→ 24年度に五城保育園の運営を社会福祉協議会に移管。今後は
　大瀬保育園の移管について協議を進めます。
◎指定管理者制度の検証と新規施設の洗い出しを行う。
→「オーベルジュ内子」「石畳の宿」「お山の学校ながた」などは内子
　町に指定された民間事業者が管理運営を行っています。民間事
　業者の情報や経験、技術を活用し、住民サービスの向上を図っ
　ています。

行政改革推進委員会の意見

保育園の民営化は財政面で利点があ
ることは分かるが、利益優先になり
サービスの低下につながらないか。

保育園の運営については毎月園長会
を開き、サービスの充実を目指し協
議を続けています。今後は保育園ご
とに特徴がある保育を目指します。

町の回答

民間委託などの推進
民間の創意工夫や競争原理を導入し、効率的・効果的な行政サービスを提供します。

２

４

総
合
計
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当
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算
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　内子町は平成17年度から、安定した行財政運営を進めるために行政改革に取り組ん
できました。「内子町行政改革（第２期計画）」に基づく22年度から26年度までの事務・
事業などの取り組みについて３月26日、内子町行政改革推進委員会（門田秀

ひで お

夫会長）に
報告し承認を受けましたので、お知らせいたします。
　内子町行政改革（第２期計画）は、26年度で計画期間が終了いたしました。今後
は第２期内子町総合計画など、まちづくり全般の中で行政改革を進め、評価・報
告を行っていく予定です。

内
子
の
ま
ち
づ
く
り

企業による地域づくり支援 指定管理者が運営する石畳の宿 22年度からデマンドバスを運行

第
２
特
集
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